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雪
　
　
正
文 

議
員

財
政
運
営
に
対
す
る

　
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て

質
問
　

市
長
は
「
阿
賀
野
市
財
政
の
健

全
化
」
を
大
き
な
政
策
の
一
つ
と
言
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
、
い

つ
ま
で
に
、
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
の
健
全

化
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　

健
全
化
判
断
比
率
を
算
定
す
る

際
に
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
地
方

交
付
税
が
26
年
度
以
降
は
合
併
特
例
が

終
了
し
、
一
本
算
定
と
し
て
減
額
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
更
に
市
債
の
新
規

借
入
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

22
年
度
以
降
は
、
水
原
中
学
校
の
改

築
事
業
や
葬
斎
場
改
築
事
業
に
本
格
的

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

事
業
の
進
捗
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
、
当
面
は
こ
の
２
つ
の
事
業
が
完
了

す
る
26
年
度
ま
で
を
財
政
健
全
化
推
進

の
重
点
期
間
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
市
税
等
の
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め

る
他
、
財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
も

標
準
財
政
規
模
の
５
％
を
下
回
ら
な
い

よ
う
な
健
全
な
財
政
基
盤
の
継
続
が
必

要
と
考
え
る
。

質
問
　

市
税
等
の
一
般
財
源
確
保
と
の

こ
と
だ
が
、市
税
は
年
々
減
っ
て
い
る
。

そ
の
手
立
て
を
伺
う
。

答
弁
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
県
営
東
部

産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
な
対
応
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
市
税
の
収
納
率
の
向
上
に
努

め
た
い
。

質
問
　

市
が
採
用
し
て
い
る
枠
配
分
方

式
の
予
算
編
成
は
良
い
方
法
と
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

答
弁
　

枠
配
分
方
式
は
コ
ス
ト
意
識
や

経
済
感
覚
が
向
上
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
節
約
効
果
が
生
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
22
年
度
当
初
予
算
で
は

郷
病
院
に
対
す
る
繰
出
金
も
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
か
ら
、
各
課
・
局
・
支
所

の
枠
配
分
が
減
少
し
非
常
に
苦
し
い
予

算
編
成
と
な
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
※
Ａ
Ｍ
Ｓ
や

実
施
計
画
と
の
整
合
性
を
更
に
精
査

し
、
重
点
施
策
等
に
も
予
算
枠
を
優
先

配
分
し
て
枠
配
分
方
式
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

福
住
つ
ゆ
子 

議
員

職
員
の
昇
任
と

　
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

質
問
　

す
べ
て
の
職
員
の
任
用
は
成
績

主
義
が
原
則
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
務
能

率
の
増
進
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
基
本
的
原
則
で
あ
り
、
市
運

営
に
税
金
と
し
て
出
資
し
て
い
る
市
民

に
は
将
来
の
幸
せ
の
た
め
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
任
命
権
者
で
あ
る
市
長
は
厳

正
公
正
に
職
員
１
人
ひ
と
り
の
能
力
を

見
極
め
、
適
材
適
所
の
人
事
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昇
任
に
あ
た
っ
て

の
基
本
姿
勢
を
伺
う
。

答
弁
　

基
本
的
に
は
配
属
期
間
が
長
く

な
っ
た
職
員
を
対
象
に
適
材
適
所
を
考

慮
し
行
う
。
管
理
職
は
異
動
希
望
調
書

や
直
接
面
談
で
能
力
を
見
極
め
能
力
の

発
揮
で
き
る
部
署
へ
配
置
し
、
昇
格
に

つ
い
て
は
職
員
勤
務
評
定
実
施
要
綱
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

再
質
問
　

人
と
組
織
を
動
か
す
真
の

リ
ー
ダ
ー
と
は
仕
事
に
対
し
て
誠
心
誠

意
で
、
む
ず
か
し
い
多
く
の
問
題
解
決

の
た
め
火
の
粉
を
浴
び
な
が
ら
懸
命
に

立
ち
向
か
う
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
を
持

っ
た
人
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
市
政
改

革
を
掲
げ
た
市
長
は
年
功
序
列
型
を

見
直
し
、
論
理
と
感
性
を
基
本
姿
勢
と

し
た
人
事
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
の
目
指
す
べ
き
姿
を
見
す
え
数

年
先
を
見
越
し
た
人
事
を
行
う
こ
と
が

肝
要
と
考
え
る
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
も

な
い
、
指
示
も
な
し
の
市
政
に
対
し
て

多
く
の
職
員
は
ダ
ッ
チ
ロ
ー
ル
状
態
と

半
ば
あ
き
ら
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
し
て
い
る
。
今
年
は
30
名
余
の
職

員
が
退
職
す
る
こ
の
現
象
は
、
天
野
市

政
の
空
洞
化
と
関
連
が
な
い
の
か
。
ち

な
み
に
具
体
的
査
定
内
容
と
は
「
勤
務

成
績
・
常
時
の
勤
務
評
定
・
上
司
の
内

申
・
過
去
の
勤
務
実
績
・
将
来
発
揮
す

る
で
あ
ろ
う
能
力
」
の
こ
と
で
あ
る
。

異
動
・
昇
格
は
以
上
の
よ
う
な
内
容
で

実
施
さ
れ
た
か
伺
う
。

答
弁
　

今
後
も
精
度
の
高
い
「
人
事
考

課
制
度
」
を
構
築
し
実
施
す
る
。

岡
部
　
直
史 

議
員

市
内
業
者
の
仕
事
確
保
を

質
問
　

小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録

制
度
は
、
入
札
資
格
が
な
い
業
者
も
市

の
仕
事
が
受
給
で
き
る
制
度
だ
。
発
注

の
拡
大
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

　

建
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
、
生

活
環
境
整
備
の
た
め
の
建
設
工
事
の
発

注
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　

登
録
制
度
の
発
注
実
績
は
昨
年

14
件
84
万
４
５
１
０
円
、
今
年
度
25
件

１
６
２
万
５
８
２
９
円
。
今
後
も
制
度

の
趣
旨
を
尊
重
し
て
発
注
に
努
め
る
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業
と
、

診
断
を
受
け
た
住
宅
の
改
修
費
用
助
成

制
度
を
実
施
す
る
。

　

環
境
整
備
と
し
て
、
国
の
臨
時
交
付

金
等
を
活
用
し
て
地
域
要
望
が
多
い
側

溝
や
河
川
修
繕
等
の
小
規
模
工
事
を
、

地
元
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
努
め
る
。

今
後
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

質
問
　

第
二
次
統
合
整
備
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。
生
徒
数
１
１
５
人
以
上
を
適

正
規
模
と
機
械
的
に
と
ら
え
る
『
統
合

整
備
』
に
は
同
意
で
き
な
い
。
統
合
に

つ
い
て
の
文
科
省
通
達
に
は
「
住
民
合

意
、
小
規
模
校
の
尊
重
、
学
校
の
地
域

的
意
義
の
３
原
則
」
と
あ
る
。

答
弁
　

１
１
５
人
以
下
の
小
規
模
校
は

基
本
的
に
統
合
が
必
要
と
判
断
し
て
い

る
。
５
月
頃
に
教
育
委
員
会
の
原
案
を

関
係
者
に
説
明
す
る
予
定
だ
。

就
学
援
助
制
度
の
改
善
を

質
問
　

県
内
市
町
村
と
の
比
較
で
、
当

市
は
適
用
基
準
に
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
、
申
請
時

の
民
生
委
員
の
関
与
は
全
県
で
三
市
だ

け
で
、要
件
か
ら
は
ず
す
こ
と
を
問
う
。

答
弁
　

市
と
し
て
必
要
な
人
に
援
助
が

届
く
よ
う
改
善
す
る
。
民
生
委
員
の
か

か
わ
り
は
、
申
請
後
に
聞
く
と
い
う
方

法
も
あ
る
。

宮
脇
　
雅
夫 

議
員

地
域
産
業
振
興
策
の
推
進
を

質
問
　

厳
し
い
地
域
経
済
の
な
か
で
、

「
市
地
域
経
済
振
興
条
例
」
の
具
体
化

を
急
い
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

の
計
画
と
推
進
体
制
を
伺
う
。

答
弁　

平
成
22
年
度
に
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
基
本
計
画
策
定
を
審
議

す
る
産
業
経
済
振
興
審
議
会
を
設
置
し
、

推
進
体
制
を
つ
く
る
。
次
の
段
階
と
し

て
、
各
種
産
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
方
策
を
検
討
す
る
。

質
問
　

条
例
に
は
「
経
済
の
地
域
内
循

環
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と

う
た
わ
れ
て
い
る
。
計
画
さ
れ
て
い
る

水
原
中
学
校
や
葬
斎
場
の
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
最
大
限
、
分
離
分
割
等
に
よ

る
地
元
業
者
へ
の
直
接
発
注
、
地
元
の

建
設
資
材
（
瓦
、
石
材
、
木
材
等
）
の

活
用
を
す
べ
き
だ
。

答
弁
　

で
き
る
だ
け
、
要
望
に
沿
っ
た

方
向
で
進
め
た
い
。

質
問
　

文
科
省
の
「
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
」
の
事
業
は
、
耐
震

補
強
や
二
重
サ
ッ
シ
、
断
熱
ガ
ラ
ス
、

節
水
ト
イ
レ
な
ど
の
省
エ
ネ
改
修
や
テ

レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
パ
ソ
コ
ン
の
整

備
な
ど
、
地
域
の
中
小
業
者
で
も
対
応

で
き
る
も
の
。
こ
の
事
業
を
、
地
域
業

者
の
仕
事
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

指
摘
の
通
り
、
学
校
教
育
設
備

の
拡
充
推
進
は
、
市
内
業
者
育
成
振
興

や
地
域
経
済
活
性
化
を
促
す
こ
と
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

の
根
絶
を

質
問
　

自
治
体
自
ら
が
劣
悪
な
労
働
条

件
の
非
正
規
職
員
を
生
み
出
す
、「
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
が
広
が
っ
て
い

る
。
労
働
基
準
法
を
は
じ
め
と
し
た
労

働
法
を
厳
守
し
、
市
雇
用
の
臨
時
職
員

の
労
働
条
件
を
改
善
す
べ
き
だ
。

答
弁
　

現
在
１
８
３
人
の
臨
時
職
員
を

雇
用
。
時
給
は
８
４
０
円
〜
９
１
０
円
。

一
時
金
支
給
な
し
。
超
勤
手
当
は
正
規

職
員
に
準
じ
て
支
給
。
有
給
休
暇
は
、

12
ヵ
月
雇
用
で
10
日
。
通
勤
手
当
は
５

キ
ロ
〜
10
キ
ロ
で
は
日
額
１
５
０
円
支

給
。
特
別
休
暇
は
内
容
に
よ
り
５
日
以

内
を
付
与
し
て
い
る
。
今
後
、
指
摘
さ

れ
た
通
勤
手
当
、
有
給
休
暇
等
を
始
め

と
し
て
労
働
条
件
改
善
を
は
か
っ
て
い

き
た
い
。

　３月３日〜８日、14人が行いました。
　掲載している内容は限られたスペースの
ため、質問と答弁の要旨を掲載しています。
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